
中
田
喜
直
氏 

直
筆
楽
譜
見
つ
か
る

同窓会報

お
さ
ん
（
１
９
０
９―

２
０

１
４
）
の
次
男
が
平
間
中
に

在
籍
し
て
い
た
。
福
島
さ
ん

か
ら
校
歌
作
曲
の
人
選
を
相

談
さ
れ
た
ま
ど
さ
ん
は
、
童

謡
づ
く
り
で
交
流
の
あ
っ
た

作
曲
家
・
大
中
恩
さ
ん
（
１

９
２
４-

２
０
１
８
）
と
中
田

さ
ん
を
提
案
。
大
中
さ
ん
は

童
謡
「
犬
の
お
ま
わ
り
さ

ん
」
「
サ
ッ
ち
ゃ
ん
」
な
ど

で
知
ら
れ
る
。
大
中
さ
ん
と

中
田
さ
ん
は
「
ろ
ば
の
会
」

と
い
う
新
進
気
鋭
の
作
曲
家

グ
ル
ー
プ
を
組
織
し
、
子
供

の
た
め
の
楽
曲
づ
く
り
を
精

力
的
に
行
っ
て
お
り
、
い
わ

ば
売
れ
っ
子
作
家
た
ち
だ
っ

た
。
な
ん
と
も
贅
沢
な
取
り

合
わ
せ
だ
っ
た
が
、
福
島
さ

ん
は
「
品
格
あ
る
校
歌
に
し

た
い
」
と
中
田
さ
ん
に
依
頼
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「
ず
っ
と
話
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
」
。
封
筒
か

ら
二
つ
折
り
の
楽
譜
を
取
り

出
し
、
「
こ
こ
の
歌
詞
が
素

敵
で
ね
」
と
五
線
譜
を
な
ぞ

っ
た
。
平
間
中
学
校
が
創
立

し
た
１
９
６
０
年
か
ら
約
１

０
年
間
、
教
鞭
を
と
っ
た
音

楽
科
の
福
島
位
共
世
（
い
く

よ
）
さ
ん
（
９
０
）
が
自
宅

で
大
切
に
保
存
し
て
い
た
校

歌
の
楽
譜
だ
。

　
楽
曲
名
を
「
こ
こ
に
学
ぶ

も
の
」
と
名
付
け
た
の
は
初

代
校
長
の
大
井
章
さ
ん
（
故

人
）
。
作
詞
者
で
も
あ
る
。

大
井
さ
ん
は
自
主
自
律
を
掲

げ
、
生
徒
と
教
職
員
は
ノ
ビ

ノ
ビ
と
学
校
生
活
を
満
喫
し

た
。
当
時
は
制
服
も
な
く
、

希
望
す
る
生
徒
は
学
ラ
ン
や

ブ
レ
ザ
ー
を
着
た
と
い
う
。

　
そ
ん
な
開
校
間
も
な
い

若
々
し
い
学
校
に
相
応
し
い

校
歌
を
作
ろ
う
と
、
白
羽
の

矢
が
立
っ
た
の
が
中
田
さ
ん

だ
っ
た
。
当
時
、
童
謡
「
ぞ

う
さ
ん
」
「
や
ぎ
さ
ん
ゆ
う

び
ん
」
な
ど
で
知
ら
れ
る
詩

人
・
作
詞
家
の
ま
ど
・
み
ち

し
た
。

　
中
田
さ
ん
は
、
詩
か
ら
触

発
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
音
に

す
る
一
方
で
、
「
日
本
語
が
美

し
く
聞
こ
え
る
旋
律
の
追
求
」

を
自
ら
の
信
念
と
し
た
と
い

う
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

よ
り
）
。
普
段
の
中
田
さ
ん
は

寡
黙
だ
っ
た
が
、
大
井
さ
ん

の
作
詞
を
見
て
「
い
い
詩
で

す
ね
」
と
作
曲
を
快
諾
し

た
。

　
校
歌
は
軽
や
か
で
リ
ズ
ミ

カ
ル
な
前
奏
か
ら
始
ま
る
。

冒
頭
の
「
な
が
れ
ゆ
く
」
の

直
後
に
カ
ン
マ
が
つ
い
て
い

る
。
福
島
さ
ん
は
「
多
摩
川

の
大
き
な
う
ね
り
を
表
現
し

て
い
る
」
と
話
す
。
歌
詞
は

ひらまの輪

（上）校歌を作曲した中田喜直さん直筆の楽譜。平間中学校元教諭の福
島位共世さんが保管していた＝２０２４年４月撮影。（中左）中田喜直さ
ん＝音楽出版ハピーエコー提供。中田さんは全国で多くの校歌を手掛け
た。（中右）校歌製作の思い出を語る福島さん、（下）楽譜の表紙

校
歌
全
体
で
力
強
い
が
、
ピ

ア
ノ
の
強
弱
が
心
地
よ
く
格

調
高
い
。
シ
ャ
ー
プ
や
フ
ォ

ル
テ
ィ
シ
モ
の
使
い
方
等
が

そ
う
さ
せ
て
い
る
と
、
福
島

さ
ん
は
解
説
す
る
。

　
校
歌
の
お
披
露
目
は
、
落

成
し
た
ば
か
り
の
校
舎
で
福

島
さ
ん
が
タ
ク
ト
を
振
り
、

１
期
生
１
１
ク
ラ
ス
の
生
徒

が
歌
っ
た
。
福
島
さ
ん
は

「
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で

し
た
」
と
目
を
細
め
る
。
そ

こ
か
ら
歌
い
継
が
れ
て
６
０

年
余
り
。
福
島
さ
ん
は
「
校

歌
に
あ
る
よ
う
に
、
瞳
を
輝

か
せ
て
と
き
め
く
学
校
生
活

を
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
在

校
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
中
田
さ
ん
直
筆
の
楽
譜
は

同
窓
会
に
寄
贈
さ
れ
、
額
装

の
上
で
近
く
母
校
で
掲
示
さ

れ
る
予
定
だ
。「
在
校
生
も
卒

業
生
も
歌
い
継
い
で
い
っ
て

ほ
し
い
」
。
作
曲
・
中
田
さ

ん
、
作
詞
・
大
井
さ
ん
の
願

い
を
代
弁
す
る
よ
う
に
福
島

さ
ん
は
手
を
合
わ
せ
た
。

会長挨拶

母
校
と
益
々
の
親
交
を

校歌作曲秘話

　
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
同
窓

会
長
を
し
て
お
り
ま
す
阿
部
操

と
申
し
ま
す
。
私
は
１
９
７
２

（
昭
和
４
７
）
年
に
卒
業
し
た

１
０
期
生
で
す
。

　
今
年
は
卒
業
式
前
の
同
窓
会

入
会
式
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
や
今

後
の
展
望
を
卒
業
生
に
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
６

５
名
の
新
同
窓
生
の
晴
れ
や
か

な
姿
に
胸
を
熱
く
し
ま
し
た
。

　
入
学
式
で
は
１
６
８
名
の
新

入
生
を
お
祝
い
ま
し
た
。
今
年

度
は
校
長
先
生
が
辻
先
生
か
ら

松
田
先
生
に
交
代
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
も
同
窓
会
報
第
２
号
で
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
鈴
木
武
さ
ん

が
就
任
し
、
新
体
制
と
な
り
ま

し
た
。
体
育
祭
や
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
な
ど
で
お
会
い
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
積
極
的
に
学
校
行

事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

現
役
生
と
親
交
を
持
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ

て
は
、
同
期
会
な
ど
の
開
催
を

お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
会
報
に

も
開
催
実
績
等
を
掲
載
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
役

員
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を

常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
同

窓
会
の
活
動
に
対
し
て
、
益
々

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　
　
　（
あ
べ
・
み
さ
お
）

・「
私
の
学
び
舎
」
は
休
み
ま
し
た
。

　
こ
の
春
、
平
間
中
学
校
校
歌
の
作
曲
者
・
中
田
喜

直
さ
ん
（
１
９
２
３―

２
０
０
０
）
の
直
筆
楽
譜
が

見
つ
か
っ
た
。
中
田
さ
ん
は
「
夏
の
思
い
出
」
「
ち

い
さ
い
秋
み
つ
け
た
」
な
ど
親
し
み
や
す
い
唱
歌
・

童
謡
を
作
曲
し
た
戦
後
を
代
表
す
る
作
曲
家
。
な
ぜ

中
田
さ
ん
は
同
中
の
校
歌
を
手
掛
け
た
の
か
。
当
時

を
知
る
元
教
諭
が
秘
話
を
明
か
し
た
。



会長の会社

（株）京浜ガードサービス
代表取締役　森田博昭（2期）

TEL044-430-3070　FAX044-430-3071

60歳以上大歓迎（男女問わず）
警備員募集中

一級建築士
(一社)建物調査診断受託センター代表理事

阿部　操　(10期)
阿部操一級建築士事務所川崎市中原区上平間956
TEL044-555-2029

――平間中ではサッカー部に所属し、好成績を収めました。

 2013年度に入学しました。クラブチームではなく、部活動を選んだ身体能力の高いメンバー

が多く、中学1年の1年生大会は市大会準優勝、中学2年の県中学校サッカー大会川崎市ブロッ

ク大会は優勝しました。私は俊足を生かしたストライカーとして得点を重ねることができまし

た。

――サッカー部で恩師に出会ったんですよね。

顧問の望月克高先生（現・市立はるひ野中教諭）です。サッカー指導者として有名で、入部の

きっかけになった人です。厳しい指導というよりも、のびのびとサッカーができる環境を作っ

ていただきました。毎日の練習が楽しみで、試合でもプレースタイルの縛りが少なく、各選手

は自分の強みを生かすことができました。

――今はプロ選手がしのぎを削る世界で戦っています。

学生時代と違って「クビ」があるのがプロです。昨年は試合に出場できず将来が不安になりま

した。今年8月からFC刈谷に期限付きで移籍しました。地域リーグではありますが、自分に期

待してしっかり好成績を収めて松本山雅に戻りたいです。

――サッカー部の後輩たちに伝えたいことはありますか。

私は望月先生からサッカーをとにかく楽しむことを教わりました。今でも苦しいときに思い出

して頑張る糧にしています。サッカー部の後輩の皆さんには、自分たちの成績を超えてほしい

という願いはありますが、まずは楽しんで。それから上手くなるには練習あるのみです。例え

ば、試合では周りをよく見ましょう。相手、味方はどこにいるのか。プレーでの判断を早くで

きる意識付けをしましょう。

――新井さんのように夢をかなえるにはどうしたらいいでしょうか。

正直に言うと、中学のときはプロになれるとは思っていませんでした。でもサッカーを諦めな

いで大学まで続けました。必ず夢はかなう――とは言えないかもしれないけれど、中学生のと

きに「自分には無理だ」と諦めるのは早すぎると思います。かなう夢もあります。ぎりぎりま

で粘ってみてはどうでしょうか。

新
井
直
登

楽しむことが夢への近道
NAVIGATIONNAVIGATION

　 平間中学校の卒業生が歩んだ進路を紹介する「NAVIGATION」。サッカーJ3松本山雅FCのフォワードで54期の新
井直登さん（23）は、大好きなサッカーを仕事にした。プロの厳しい世界で切磋琢磨する新井さんは今も中学時代に経
験したある思い出を大切にしている。

さ
ん

期(

上
）
オ
ン
ラ
イ
ン
取
材
に
応
じ
る
新
井
さ

ん
。
現
在
は
愛
知
県
在
住＝

２
０
２
４
年

９
月
撮
影
。(

右
）
中
学
時
代
の
大
会
で
優

勝
し
た
新
井
さ
ん＝

新
井
さ
ん
提
供

 あらい・なおと　2001年3月3日生まれ。兄の影響で
5.6歳でサッカーを始める。古市場小出身。市立橘高、
神奈川大をへて2023年シーズンよりJ3松本山雅FCに所
属。24年8月、東海社会人サッカーリーグFC刈谷に期
限付き移籍。172センチ、66キロ。

富士コンサルタンツ株式会社
昭和34年設立の老舗。仙台・東京・宇都宮に拠点を持ち、橋梁をはじめ
公共土木設計事業、鉄道関連事業、測量事業を行う建設コンサルタント
会社です。技術者を募集しています。

代表取締役　石川賢一　（1期）

栃木県宇都宮市元今泉4-18-10　
TEL028-635-2770(本社）　03-3474-0365(東京）
https://www.fuji-c.co.jp/

焼肉 広鈴

川崎市幸区下平間223
TEL 044-544-9569
17:00～00:00(水のみ～22:00)
不定期休、全席禁煙

芝浦直送の新鮮和牛をリーズナブルに

鈴木広大（42期）

VインフォメーションV

　ホテル精養軒で7月6日、8期会が開かれました。卒業から半世紀を経
てもなお変わらぬテンションで大いに盛り上がりました。あっという間
の2時間。再開を誓い合いました。（飯田信男）

同
窓
会

だ
よ
り

８期生

14期生

1期生

　JR川崎駅近くのステーションコンファレンス川崎で10月13日、約50
人が参加する同期会を8年ぶりに開催。卒業アルバムを眺めたり、同窓
仲間の活躍話に花を咲かせたりと半世紀の時が戻ったようなひと時で
した。(記録・同窓会金持）

　第22回はぐるま会を開催します。卒寿（恩師福島先生）、米寿(恩師米
倉先生）、そして喜寿（我々１期生）を寿ぐ集いです。
・日時：11月17日(日)14時～
・場所：焼肉広鈴（川崎市幸区下平間223）
・代表幹事：石川賢一（TEL：090-3344-4548）

　同窓会の告知・報告や、活躍している同窓
生の情報、あなたのスクールメモリーなど幅
広く募集します。
とくに卒業して間もない若い方からのご連絡
をお待ちしています。高校・大学で頑張って
いること、仕事と母校のつながりなど、テー
マは問いません。
こちらまで（hirachudousou@gmail.com）。

投 稿
募 集

54

広告持参で
ドリンク1杯サービスします

手打たけうち

川崎市幸区古市場2-103
平日:11時半～15時、17時～19時頃
土日祝:11時半～19時頃
定休日:毎週水・木

森　マユミ(3期）
片岡ゆみ子(26期）

旧姓・竹内

旧姓・竹内

TEL/FAX044-201-7030


